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（３） 経済・産業分科会 

 

 

 

将来かわごえ像(1) 提言施策(11) 事　　　　　　業(11)

①構造改革特別区域制度・農業特
区の導入

②地域循環型産業システム及びベ
ンチャー企業創造支援システムの
構築

①創造する都市・川越
～美しさと潤いそして活力ある
街をめざして～

①農業特区の導入

①地域循環型産業システム及びベンチャー
企業創造支援システムの構築

①新産業基地の建設③新産業基地の建設と国内外の企
業誘致

①産業文化センター構想の復活実現④産業文化センター構想の復活実
現（業務核都市としての機能）

①川越バザール・マーケットタウンの建設
（創造・遊楽・情報のまち）

⑤県総合卸売市場を核とする「川越
バザール・マーケットタウン」の建設

①川越ブランドの確立⑥川越ブランドの確立

①「美しいまちづくり宣言」による魅力的な都
市建設の推進

⑦「美しいまちづくり宣言」による魅
力的な都市建設の推進

⑧観光客年間８００万人招致目標の
設定と実現に向けた積極的な観光
事業の推進

①観光客招致年間８００万人設定

⑨労働関係施設及び女性会館の統
合

①労働関係施設、女性会館の統合充実

⑩自立支援システム

①勤労者教育の生涯教育への包含・強化
⑪勤労者教育の生涯教育への包
含・強化

①自立支援システム

 

 

 

【分科会として扱った主なテーマ】 

商業、工業、農業、観光、労働 
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①  総論提言シート 「創造する都市・川越～美しさと潤いそして活力ある

街をめざして～」  

 

(1)将 来 か わ ご え 像
創造 す る都 市 ・川 越  

～美 し さと 潤 いそ して 活 力あ る 街を めざ し て～  

理由 

川 越 市 に は 農 業 、 工 業 、 商 業 、 サ ー ビ ス 業 ・ 観 光 の ４ つ の 産 業 が 、 埼 玉 県

下 有 数 の 規 模 を も っ て 存 在 す る 。 特 に 観 光 産 業 の 存 在 は ユ ニ ー ク で あ る 。 こ

れ ら 産 業 の 存 在 は 川 越 の 持 続 的 な 発 展 を 可 能 に し 、 将 来 展 望 を 開 く 原 動 力 と

もな っ てい る 。  

 今 後 、 こ の ４ つ の 産 業 を 市 発 展 の 柱 と し て 、 人 々 の 価 値 観 や 意 識 の 変 化 、

科 学 技 術 の 進 歩 な ど 、 い わ ゆ る 時 代 精 神 を 踏 ま え 、 よ り 積 極 的 な 政 策 展 開 を

行 い 、 さ ら に 多 様 な 有 形 無 形 の 価 値 を 生 産 す る 創 造 性 に 富 む 魅 力 あ る 都 市 を

目指 す べき で ある 。そ の 都市 と は、機能 的 には 首 都圏 にお け る“ 業 務核 都市 ”

で あ り 、 自 治 体 と し て は 、 よ り 自 主 性 に 富 む “ 中 核 市 ” と な る 。 ま た 、 も ち

ろん 福 祉ネ ッ トの 充実 を 重視 し なけ れば な らな い 。  

 地 方 自 治 体 は 、 日 本 が 直 面 し て い る 産 業 の 空 洞 化 、 人 口 構 造 の 変 化 、 国 家

財 政 の 悪 化 、 地 方 分 権 化 な ど に 対 応 す る 点 か ら も 、 地 域 あ る い は 自 治 体 は こ

れ ま で 以 上 に 自 主 性 を 高 め 、 自 ら 発 展 で き る 能 力 、 つ ま り 創 造 性 を 強 化 し な

けれ ば なら な い。  

 政 策 の 立 案 遂 行 に 当 っ て は 「 創 造 し な い 都 市 は 衰 え 、 や が て 亡 び に 至 る 」

と い う こ と を 意 識 す る と 同 時 に 、 常 に 市 民 の 真 の 声 に 立 脚 し 、 日 本 の 予 想 さ

れ る パ ラ ダ イ ム シ フ ト を 考 慮 し “ 整 理 と 充 実 ” を 遂 行 す る 果 敢 さ も 併 せ 持 た

な け れ ば な ら な い 。 こ の た め に は 都 市 づ く り に 対 す る 確 固 た る 思 想 と 展 望 を

開く 大 計を 用 意す るこ と が必 要 であ る。  

 な お 、 キ ー ワ ー ド （ 市 民 参 加 、 高 齢 化 、 少 子 化 、 情 報 化 、 行 財 政 運 営 、 地

方分 権 ）に つ いて の検 討 結果 は 以下 のと お りで あ る。  

 

 

共通キーワード 

キ ー ワ ー ド は ２ １ 世 紀 に お け る 日 本 の パ ラ ダ イ ム の 変 化 、 行 政 や 市 民 社 会

に 方 向 性 を 示 唆 し て い る 。 端 的 に い え ば 、 こ の ま ま で は 全 般 的 な 縮 小 を 余 儀

な く さ れ る 。 な か で も 日 本 の 行 財 政 は す で に 行 き 詰 ま り 、 半 ば 破 綻 の 状 態 に

ある 。  

地 方 分 権 の 名 の も と に 、 国 民 の 自 己 責 任 、 自 己 負 担 を 迫 ら ざ る を え な い 。

当 初 は 権 限 と 財 源 を 結 び 付 け て 委 譲 さ れ る と し て も 、 行 き 着 く 先 は 「 で き る

だけ 自 前で 応 分の 自治 ・ 行政 を して くれ 」 とい う こと にな る だろ う 。  

地 方 自 治 体 は こ れ ま で 以 上 に 財 政 の 自 立 的 基 盤 を 強 化 す る と と も に 、 行 政
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シ ス テ ム を 市 民 サ ー ビ ス 本 位 に 改 革 、 効 率 化 し 、 市 民 が 積 極 的 に 参 加 、 協 力

で き る シ ス テ ム ・ 体 制 を 構 築 し な け れ ば な ら な い 。 自 治 体 の 自 立 性 を 強 化 す

る柱 は やは り 地域 経済 を 活性 化 し、 発展 を 図る こ とで ある 。  

当 分 科 会 は 、 こ の よ う な 観 点 に 立 っ て 項 目 ご と に 様 々 な 提 言 を 行 っ た が 、

キー ワ ード に 関し ては 特 に以 下 の点 を強 調 して お きた い。  

記 

１ 自 治会 組 織の 活性 化 と強 化 、拡 充 

２ 市 民の 直 接的 参加 シ ステ ム の確 立 

３ 市 議会 の 改革 

４ 市 行政 シ ステ ムの 市 民サ ー ビス 本位 に 基づ く 改革 、効 率 化 

 

※ 共 通キ ー ワー ドと 農 業 、工 業 、商業 、観 光、労 働 との 関 連性 は、「 各 論提

言シ ー ト ⑪ 勤労 者教 育 の生 涯 教育 への 包 含、 強 化」 の末 尾 を参 照 。  

 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

 首 都 か ら 程 よ い 距 離 に 位 置 し 、 多 彩 な 産 業 を も ち 、 自 然 環 境 に も 恵 ま れ

て い る 。 ま た 、 川 越 市 が 古 く か ら 影 響 を 及 ぼ し て き た 周 辺 地 域 が 発 展 し つ

つ あ る 状 態 で 広 が っ て い る 。 こ こ に 川 越 市 が 目 指 す べ き 都 市 機 能 の ポ イ ン

ト 、 将 来 性 が あ る 。 ま た 、 観 光 資 源 は 貴 重 で あ り 、 こ れ を 軸 に さ ら に “ 文

化 発 信 ” の 機 能 を 付 加 し 、 内 容 を 高 め 豊 か に し て い け ば 、 川 越 の 魅 力 、 存

在価 値 は一 層 増大 する は ずで あ る。  

 

×悪い所 

 行 政 に き め 細 か さ が 感 じ ら れ る が 、 本 来 的 に 毅 然 と や ら な け れ ば な ら な

い こ と が 、 中 途 半 端 で あ っ た り 、 な さ れ て い な か っ た り の 状 態 に 置 か れ て

いる よ うに 思 える 。歴史 あ る街 、特 有 の“こ だ わり ”を 大 切に し なが ら も、

日 本 の パ ラ ダ イ ム が 大 き く 変 化 し つ つ あ る こ と を 踏 ま え 、 確 か な グ ラ ン ド

デザ イ ンを 描 き積 極的 か つ果 敢 に取 り組 む こと が 望ま れる 。  
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(3)将 来 か わ ご え 像 を 実 現 す る た め の 知 恵 （ 施 策 ）  

［農  業］  

① 構 造改 革 特別 区域 制 度・ 農 業特 区の 導 入  

［商 工 業］  

② 地域循環型産業システム及びベンチャー企業創造支援システムの構築 

③ 新 産業 基 地の 建設 と 国内 外 の企 業誘 致  

④ 産 業文 化 セン ター 構 想の 復 活実 現（ 業 務核 都 市と して の 機能 ）   

⑤ 川 越総 合 卸売 市場 を 核と す る「 川越 バ ザー ル・マ ーケ ッ トタ ウ ン」の

建設  

⑥ 川 越ブ ラ ンド の確 立  

［観  光］  

⑦ 「 美し い まち づく り 宣言 」 によ る魅 力 的な 都 市建 設の 推 進  

⑧  観 光 客 年 間 ８ ０ ０ 万 人 招 致 目 標 の 設 定 と 実 現 に 向 け た 積 極 的 な 観 光

事業 の 推進  

［労 働 環境 ］  

⑨ 労 働関 係 施設 及び 女 性会 館 の統 合  
⑩ 自 立支 援 シス テム の 構築  
⑪ 勤 労者 教 育の 生涯 教 育へ の 包含 、強 化  
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農   業  

 

―農 業 は川 越 市の 持続 的 な発 展 の柱 、市 民 の力 で 活性 化―  

 

＜現状と課題＞ 

 川 越 市 は 地 理 的 、 自 然 的 、 社 会 的 な 諸 条 件 に 恵 ま れ て い る 。 こ の 恵 ま れ た

条 件 に 立 脚 し 、 か つ そ れ を い か し な が ら 発 展 し て き た 。 こ の 条 件 は 現 在 に お

い て も 失 わ れ て い な い 。 む し ろ 首 都 圏 の 発 展 、 交 通 や 情 報 網 の 整 備 、 拡 充 等

によ り 強化 さ れ、 可能 性 が増 大 して いる 。  

し か し 現 在 の 川 越 市 の 農 業 は 、 こ の 恵 ま れ た 条 件 を 生 か し 、 発 展 し て い る

と 言 え る よ う な 状 態 に な い 。 こ の こ と は 、 各 種 の 調 査 、 統 計 資 料 及 び 実 態 か

らみ て 明ら か であ る。  

この お もな 要 因と して は  

 ①  規模 が 小さ い  

 ②  地価 の 上昇 に伴 う 諸問 題  

 ③  農業 従 事者 の高 齢 化、 後 継者 難及 び 人材 不 足  

 ④  農 業 以 外 の 収 入 源 、 就 業 の 機 会 が 容 易 に 得 ら れ る ー な ど の 点 が あ げ

られ る 。  

 

＜基本方針＞ 

 現 状 の 進 行 に 終 止 符 を 打 ち 、 発 展 を 図 る た め に は 抜 本 的 な 政 策 を 考 え 、 実

施し て いか な けれ ばな ら ない 。  

方 向 性 は 第 二 次 総 合 計 画 で 打 ち 出 さ れ て い る 「 都 市 型 農 業 」 を 中 軸 に 据 え

るこ と が望 ま しい 。  

具 体 的 な 方 策 と し て は 、 個 別 対 応 で は な く 、 現 状 の 農 業 制 度 へ の 対 応 を 含

め 総 合 的 、 包 括 的 な 取 り 組 み を す べ き で あ る 。  
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I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

①  構 造 改 革 特 別 区 域 制 度 ・ 農 業 特

区の 導 入  
分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

農 業 が 抱 え る 根 本 的 な 諸 問 題 を 解 決 し 、 発 展 の 方 途 を 見 出 す に

は、農 地法 を はじ めと す る規 制 をク リア ー する こ とが 先決 で ある 。

この 手 法と し て現 段階 に おい て 特区 制度 が 効果 的 と考 える 。  

現   状  

農 家 の 減 少 、 従 業 者 の 高 齢 化 、 後 継 者 難 な ど 根 本 的 な 問 題 が 存

在す る 一方 、 放置 農地 が 増え て いる 。  

また農業経営、生産技術などの面においても改善すべき点が多い｡ 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  農業 特 区の 導 入  

都 市 型 農 業 を 目 指 す 。 こ の た め 経 営 主

体、生 産加 工 体制 、販 売 体制 、農機 の共 同

利用 体 制、有 機栽 培の 促 進体 制 など につ い

てい く つか の 組織 や施 設 計画 を つく り、特

区制 度 の認 定 を受 ける（ 市、農 家、農協 の

一 体 的 協 力 ）。 農 業 振 興 政 策 を 総 合 的 、 体

系 的 に 確 立 し て 取 り 組 む ｡同 時 に 個 別 事 業

に つ い て は ､可 能 な も の か ら 逐 次 実 行 し て

いく ｡ 

＜組 織 体＞  

①  や る 気 の あ る 農 家 を 中 心 と す る 経 営

主体 の 拡充  

・共同化又は株式化による規模拡大、集約化

・株 式 化の 場 合は 一般 の 出資 参 入を 進め る

② 農機具の共同利用化・リース会社の設立

・利 用 度が 低 い割 に高 価 で負 担 大。この 改

善を 図 る。  

③ 加 工・ 直 販体 制の 確 立  

・加工場、自由市場の整備－経営主体の確立

④ 休 耕田 、放置 農地 の 活用 、及び 生産 緑

地の 維 持。  
・ 学校の体験学習用として活用する。方法

は市が地主から、借り上げるなどにより

市内の小・中学校、希望があれば高校に

短期  
～  

長期  
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も提供する。特に生産緑地の維持の観点

から考慮に値すると考える。（食育運動） 
現在 の 学校 教 育の なか で は、子供 が 人

間 と し て 成 長 し て い く 段 階 に お け る 全

人的 な 体験 、 経験 をす る 機会 が 少な い。

子供 の 成長 段 階に 応じ た 全人 的 な体 験、

経験 の 場を 、自 然 の中 に おけ る「 も の作

り道 場 」と し て提 供す る 。  
⑤ 消 費者 の 農業 参加 に よる 協 働促 進  
・ 消費 者 、なか で も女 性が 農 業に 参 加 、活

動で き る体 制 の整 備 、農業 ふ れあ い セ ン

タ ー 等 を 活 用 し 消 費 者 と 生 産 者 と が 直

接 ふ れ あ う 機 会 を 設 け 農 業 に 対 す る 理

解 、知識 を 深め 農 業 の生 産 活動 に もア ル

バ イ ト や ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 形 で 参 加

す る こ と も 促 す 。 農 業 経 営 者 だ け で な

く 、元農 業 指導 員 な どの 専 門家 も 動員 し

さま ざ まな 講 座も 開く 。こ れ によ り 農 作

業や 経 営へ の 参画 意識 、 行動 を 誘う 。  
・ 市民 農 園の 開 設を 推進 す る。  
⑥ 川 越ブ ラ ンド の確 立 と普 及  
・  作 物 、 加 工 品 の 開 発 ・ 育 成 を 推 進 し な

がら 、” 川 越ブ ラ ン ド” の 社会 的 評価 、

認知 を 図る 。  
とりあえず、さつまいも特に紅あづま

に焦点を当てる（既存資源を生かす。）  
⑦ 販 売体 制 の強 化、 確 立  
・ 街道 沿 いな ど 人通 りが 多 く 、目立 つ 場 所

に Ｊ Ａ を は じ め 産 業 界 と 協 力 し て 販 売

拠点 を 設置 、 整備 する 。  
・ 自由 市 場の 開 設（ 川 越市 内 で作 ら れた 作

物、 加 工品 を 専門 的に 扱 う。）  
候補 地⇒鏡 山 酒造 跡地 、川越 駅 西口 暫定 自

由広 場  
⑧  有 機 栽 培 の 推 進 と 家 庭 か ら 排 出 さ れ

る生 ご みの 活 用  
・ 化学 肥 料に 頼 らな い農 作 物は 、人 間 の 健

康を 守 る上 か ら 、社 会的 に 関心・需 要が
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高ま っ てい る 。同 時 に栽 培 に当 た って は

さま ざ まな 課 題が ある が 、そ の一 つ で あ

る 有 機 肥 料 の 確 保 に つ い て は 家 庭 か ら

出る 生 ごみ を 活用 する 。  
生ご み を収 集 、処 理 して 肥 料に す る技

術 、機 械 は 存在 し て おり 、可 能 であ る と

考え る 。自 然 循環 型 の社 会 シス テ ムと し

ても 考 える べ き課 題で あ る。市 の分 別 収

集開 始 によ り 条件 が好 転 。  

⑨ 「 一地 区 一品 運動 」 の推 進  
・ 地 区ご と に共 同で 売 れる 作 物、物産 の

開発 を 行う 。伝統 の味 、技術 を もっ た

名産 加 工品 の 発見 、育 成 。  
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商工 業  

 
―川 越 市の 自 立的 発展 へ の道 を 開く ―  

 

＜現状と課題＞ 

川 越 市 の 商 工 業 は 、 わ が 国 経 済 の 成 長 と 軌 を 一 に し て 発 展 し て き た 。 商 工

業 と も に そ の 規 模 は 埼 玉 県 下 の 上 位 に あ る 。 特 に 製 造 業 は 積 極 的 な 誘 致 策 が

功 を 奏 し 、 出 荷 額 に お い て は 狭 山 市 に 次 ぎ 県 下 ２ 位 の 規 模 を も つ 。 商 業 も 人

口 の 増 加 に 合 わ せ て 大 型 店 が 進 出 す る 一 方 、 商 店 街 の 整 備 が 進 み 、 県 西 地 域

にお け る商 業 拠点 とな っ てい る 。  

 し か し ９ ０ 年 代 に 入 り 、 わ が 国 経 済 の 基 調 変 化 の 影 響 を 受 け る よ う に な っ

た 。 近 年 は 伸 び 悩 み 、 停 滞 の 状 況 も み ら れ る 。 な か で も 商 業 は 川 越 市 自 体 人

口 が 毎 年 増 え 、 周 辺 地 域 も 発 展 し て い る に も か か わ ら ず 、 吸 引 で き ず 商 圏 人

口 は 逆 に 減 少 の 傾 向 に あ る 。 こ れ は 、 川 越 の 商 業 及 び 商 店 街 が 相 対 的 に 弱 体

化し 、 魅力 を 失い つつ あ るこ と を意 味し て いる 。  

ま た 、 工 業 も 受 け 皿 が な く 、 進 出 の 希 望 が 寄 せ ら れ て も 受 け ら れ な い 状 態

にあ る 。  

 

＜基本方針＞ 

わ が 国 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 、 国 内 産 業 の 空 洞 化 の 拡 大 、 人 口 構 造 の 変 化 、

財 政 事 情 、 地 方 分 権 化 の 流 れ な ど か ら み て 、 地 方 は 今 後 、 こ れ ま で に な く 自

立化 へ の努 力 がも とめ ら れる で あろ う。  

 こ の よ う な 状 況 、 傾 向 に 対 応 す る た め に も 、 地 域 経 済 の 活 力 の 源 泉 で あ る

産業 を 積極 的 に振 興し て いか な けれ ばな ら ない 。  

 具 体 的に は 、  

・ ① 受 け 皿 を 用 意 し 、 グ ロ ー バ ル 化 を 意 識 し て 国 内 外 の 企 業 を 積 極 的 に 誘 致

する 。  

・ ② 地 域 条 件 を 生 か し つ つ 、 地 域 に 根 差 す 産 業 や 企 業 の 振 興 と 新 た な 創 出 の

推進  

・③ 地 域の 新 旧の 様々 な ニー ズ に応 える コ ミュ ニ ティ ・ビ ジ ネス の 創出  

など で ある 。   
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

②  地 域 循 環 型 産 業 シ ス テ ム 及 び ベ

ン チ ャ ー 企 業 創 造 支 援 シ ス テ ム の

構築  

分科 会 名  
経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

経 済 が グ ロ ー バ ル 化 す る に つ れ 、 企 業 （ 資 本 ） の 活 動 は 、 国 民

と 雇 用 や 所 得 な ど の 面 で 必 ず し も 結 び 付 か な く な っ た 。 産 業 の 空

洞化 現 象は ま さに その こ とを 意 味し てい る 。  
自 治 体 は 住 民 の 生 活 を 守 り 、 高 ま る 一 方 の 行 政 需 要 に 応 え て い

く た め に も 、 地 域 経 済 を 活 性 化 し 発 展 を 可 能 に す る 独 自 シ ス テ ム

を創 造 する 必 要が ある 。  

現   状  

現 在 、 日 本 の 製 造 業 に お け る 空 洞 化 比 率 は １ ７ ％ 強 だ が 、 い ま

の 情 勢 か ら み て 更 に 高 ま る こ と は 必 定 で あ る 。 特 に 雇 用 力 の 大 き

い 業 種 企 業 が 海 外 シ フ ト の 傾 向 に あ り 、 す で に 多 く の 地 域 が 打 撃

を受 け てい る ．  
川 越 市 は 比 較 的 に 頑 張 っ て い る が 予 断 を 許 さ な い 状 況 で あ る 。

振興 の 手を 打 つべ き最 後 のチ ャ ンス であ る 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  

地 域 循 環 型 産 業 シ

ス テ ム の 構 築 及 び

ベ ン チ ャ ー 企 業 創

造 支 援 シ ス テ ム の

構築  

こ の シ ス テ ム は 地 域 内 で 原 料 生 産 ・ 調 達

－ 加 工 生 産 － 流 通 － 消 費 ま で 自 己 完 結 的 に

行 い 、 こ の 間 の 雇 用 も 極 力 、 地 域 内 で 確 保

し 安 定 的 に 循 環 さ せ よ う と す る も の で あ

る 。 プ ロ ジ ェ ク ト ご と に 組 織 で き 、 小 規 模

の 性 格 を も つ の で 、 人 、 環 境 に 優 し い シ ス

テム で もあ る 。  
同 時 に ベ ン チ ャ ー 企 業 の 創 造 ・ 支 援 シ ス

テム と して も 成り 得る 。  

 

＜方 法 ＞  

・ 老 舗 、 有 力 企 業 、 新 規 出 資 者 等 を 核 と し

て 製 品 を 特 定 し 、 消 費 者 ネ ッ ト ワ ー ク を 形

成す る とと も に需 要量 を 確保 、販 売 は直 販、

委託 そ の他 互 助的 手法 な どを 採 用す る。  

・ 農 産 物 を 原 料 と す る 製 品 に つ い て は 農 家

との 契 約栽 培 を採 用す る 。  

・ 労 働 力 は 広 く 市 民 か ら 募 り 市 民 参 加 型 と

する 。  

短 期

又 は

中期  
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・ 対 価 と し て 地 域 通 貨 を 発 行 し 、 製 品 と の

交 換 を 原 則 と す る 。 基 金 は 市 及 び 民 間 の

自主 的 投資 に 期待 する 。  

＜プ ロ ジェ ク トの 例＞  

① さ つま い も製 品  

② 大 豆加 工 品（ 味噌 、 醤油 等 ）  

③ 日 用品  

④ 福 祉事 業  

⑤ 家 具調 度 品  

⑥  コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス （ ア イ デ ィ ア 次

第、 対 象は 多 様）  
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III 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

③  新 産 業 基 地 の 建 設 と 国 内 外 の 企

業誘 致  
分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

川 越 市 の 発 展 に は 、 産 業 の 振 興 が 欠 か せ な い 。 こ の た め に は 首

都 圏 内 に あ る 有 利 な 地 理 的 条 件 を 生 か し 、 内 外 の 企 業 を 誘 致 す る

こと が 必要 で ある 。  
こ の た め の 受 け 皿 を 用 意 す る 。 こ の 受 け 皿 は 、 工 場 用 地 と 併 せ

て 情 報 機 能 を 持 つ 施 設 を 持 つ も の と す る 。 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に

対応 し 、海 外 企業 も誘 致 する 。  

現   状  

川 越 市 の 製 造 業 の 中 心 で あ る 工 業 は 、 事 業 所 数 、 出 荷 高 と も に

停 滞 気 味 と い え る 。 だ が 、 最 近 市 外 か ら の 進 出 希 望 が 寄 せ ら れ て

いる が 受け 皿 がな いた め 希望 に 応え られ な いの が 実情 とい う 。  
今 後 ア ジ ア 地 域 の 急 速 な 経 済 発 展 に 伴 い 、 高 度 な 技 術 が 集 積 さ

れて い る日 本 に外 国企 業 が進 出 して くる 可 能性 が 高い 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  新産 業 基地 の 建設  

・工 場 用地 の 取得・造 成 と情 報 機能 施設 の

建設 の ２本 建 て  

・ 工 業 用 地 は 環 境 対 策 に 留 意 し 、“ イ ン ダ

スト リ アル・パー ク”の 概念 に 基づ くも の

とす る 。  

・ 情 報 機 能 施 設 は 、“ イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・

ビル ”の概 念 に基 づき 、進出 企 業の 事務 セ

ンタ ー 、情 報 処理 及び ソ フト 開 発セ ンタ ー

の機 能 を併 せ 持つ もの と する 。  

・外 国 企業 の 誘致 にも 力 を入 れ る（ 市が 主

体 と な り 県 や 国 の 支 援 を 得 る 工 夫 を し 、

“業 務 核都 市 構想 ”の 中 心機 能 とす る）  

中期  
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IV 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

④  産 業 文 化 セ ン タ ー 構 想 の 復 活 実

現（ 業 務核 都 市と して の 機能 ）  
分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

県 西 部 地 区 の 業 務 核 都 市 、 中 核 市 と し て 、 当 初 に 公 表 さ れ た よ

うな 機 能を 持 つ施 設は 必 要で あ る。  
 

現   状  

ふ れ あ い セ ン タ ー 計 画 の 中 で 類 似 の 施 設 が 検 討 さ れ て い る と 聞

く。 ぜ ひこ の 計画 に包 括 して 実 現さ れる こ とを 希 望す る。  
 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  
産 業 文 化 セ ン タ ー

構想 の 復活 実 現  

超高 層 ビル を 中心 とし 、情報 機 能、ホー

ル及 び ホテ ル など の機 能 を有 す 総合 的な

施設  

・県の荒川右岸南西北全域の経済・産業団体、

労働 関 係セ ン ター  

・東 上 線沿 線 をは じめ 、地域 に 立地 する 大

学、 専 門学 校 の施 設  

・企 業 の本 社 、事 務所  

・雇 用 、職 業 訓練 及び 学 習施 設  

短期  
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V 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑤  川 越 総 合 卸 売 市 場 を 核 と す る

「 川 越 バ ザ ー ル ・ マ ー ケ ッ ト タ ウ

ン」 の 建設  

分科 会 名  
経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

川 越 の 商 圏 を 拡 大 す る に は 卸 ・ 小 売 の 機 能 を 併 せ 持 ち 、 同 時 に

さま ざ まな も のを 加工 製 作す る 各種 工房 が あり 、情 報 の 発信 、人 々

の 交 流 の 場 が 必 要 と 考 え る 。 川 越 総 合 卸 売 市 場 を 核 と し て 新 た な

流通 、 観光 機 能形 成を 目 指す 。  

現   状  

川 越 総 合 卸 売 市 場 に は 、 内 容 的 に 充 実 し て 十 分 機 能 し て い る と

は い え な い 。 一 帯 の 土 地 の 状 況 か ら 見 て 発 展 の 可 能 性 は 十 分 に あ

る 。 西 武 鉄 道 の 引 込 線 の 復 活 を 図 り 、 西 武 鉄 道 と 協 力 し て 新 し い

機能 を 持つ ま ちづ くり も 可能 で ある 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

1 

川越 バ ザー ル・ マ ー

ケ ッ ト タ ウ ン の 建

設（ 創造 ・遊 楽・ 情

報の ま ち）  

① 川 越総 合 卸売 市場 拡 充  

② 自 由市 場 の建 設  

③ 各 種工 房 の建 設  

④ 水 上公 園 、入 間川 河 川敷 公 園と のア ク

セス 強 化と 一 体化 推進  

⑤ 西武新宿線南大塚駅からの引込線復活 

 

以上 ５ つの 事 業を 中心 に 、卸・小売・自

由市 場・各 種 製品 の工 房 及び レ ジャ ー機 能

を加 え た“ バ ザー ル”の よう な 市場 まち の

実現 を 図る（ 市が 主体 と なり 県 、国 、民 間

企業 と 協働 し 実現 を目 指 す）。  

長期  
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VI 各論提言シート 

提   言  

施策 名  
⑥ 川 越ブ ラ ンド の確 立  分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

ブ ラ ン ド は 信 頼 と 広 い 認 知 を 象 徴 す る も の で あ り 、 地 域 産 業 の

振興 の 有力 な 柱と なり 得 る。  

現   状  

「 か わ ご え 」 の 知 名 度 は 高 ま っ て い る 。 川 越 ブ ラ ン ド を 確 立 す

るチ ャ ンス で ある 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  川越ブランドの確立 

① ロ ゴ、 デ ザイ ン、 象 徴の 制 定  

② 川 越ナ ン バー の実 現  

③ 推 奨制 度 の設 立  

④ 川 越物 産 の銘 品化 促 進  

⑤ 川 越を 象 徴す る行 事 の強 化  

（市 、 産業 界 の協 働）  

短期  
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観 光   

 
 
―川 越 市を 特 徴づ ける 観 光、 ２ １世 紀川 越 の牽 引 車―  

 
＜現状と課題＞ 

 観 光 は 川 越 市 を 特 徴 づ け る 重 要 産 業 で あ る 。 蔵 造 り の 街 並 、 寺 社 、 川 越 ま

つ り 、 百 万 灯 ま つ り な ど 歴 史 遺 産 、 伝 統 文 化 が 大 き な 力 に な っ て い る 。 年 間

４０ ０ 万人 余 の観 光客 が 川越 市 を訪 れて い る。  
し か し ま だ 物 足 り な い 状 態 で あ る 。 持 て る 資 源 や 立 地 条 件 が 生 か し 切 れ な

い ば か り か 、 観 光 を 産 業 と し て 考 え た 場 合 に 必 要 な 条 件 が 整 備 さ れ て い る と

は い え な い 。 通 行 上 の 安 全 対 策 、 駐 車 場 不 足 、 サ ー ビ ス 施 設 な ど 、 さ ま ざ ま

な問 題 点が 指 摘さ れて い る。  
 

＜基本方針＞ 

観 光 は 川 越 市 を 価 値 あ る 存 在 た ら し め る と 同 時 に 、 今 後 の 発 展 を 担 う 重 要

な 産 業 に な り 得 る 。 こ の 観 点 に 立 っ て 振 興 を 図 っ て い く べ き で あ る 。 こ の た

め に は 、 一 定 の 目 標 を 明 確 に し 、 市 民 の 関 心 を 高 め る と 同 時 に 、 市 民 ぐ る み

の振 興 の体 制 をつ くる 必 要が あ る。  
具体 的 には 、  

・① 美 しく 、 魅力 的な ま ちづ く りプ ラン の 作成  
・② 観 光客 年 間招 致倍 増 計画 作 成  
・ ③ 観 光 資 源 を 生 か し て 見 せ る 観 光 に 加 え て 、 観 光 を 文 化 と し て 捉 え 、 観 光

資 源 を 創 造 す る （ 文 化 は 人 間 の 精 神 活 動 の 様 式 化 で あ る 。 こ の 観 点 に 立

てば 様 々な イ ベン トや 作 品の 創 作が 可能 で ある ）。  
 
 こ れ ら を 具 体 的 に 示 す こ と に よ っ て 市 民 の 参 加 を 促 し 、 協 力 を 得 て 実 現 を

図る 。  
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VII 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑦  「 美 し い ま ち づ く り 宣 言 」 に よ

る魅 力 的な 都 市建 設の 推 進  
分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

都市 は 生き 物 であ る。「美 し いま ち 」とは 理 想だ が 、こ の思 想 に

基 づ い て ビ ジ ョ ン ・ 展 望 と グ ラ ン ド デ ザ イ ン ・ 大 計 を 確 立 し 、 こ

の 未 来 像 を 鑑 と し て 大 き く 構 え 、 ２ １ 世 紀 の 川 越 市 を 美 し く 魅 力

ある 都 市に 育 て上 げる 取 り組 み を開 始す べ きで あ る。  
例 え ば 、 パ リ の 歴 史 、 一 つ の プ ロ ジ ェ ク ト （ 教 会 塔 ・ サ ク ラ ダ

フ ァ ミ リ ア ） を 中 心 と す る バ ル セ ロ ナ に ビ ジ ョ ン と １ ０ ０ 年 の 大

計 に 基 づ く 「 美 し く 魅 力 あ る 都 市 」 を 育 て て い く 都 市 づ く り の 姿

を 見 る 。 川 越 市 の 場 合 、 中 長 期 的 に は 都 市 機 能 の 中 で 産 業 に 重 点

を置 く “業 務 核都 市”、自 治 体機 能 に 重点 を 置く “ 中核 市” だ が、

究極 の 目標 は 美し さと 魅 力に 富 む都 市の 建 設で あ る。  

現   状  

川 越 市 は 歴 史 的 建 造 物 、 自 然 な ど 素 材 が あ り 、 地 政 学 的 に も 可

能性 に 恵ま れ てい る。こ れま で のま ちづ く りは 対 処療 法的 に 過ぎ 、

逆 に 矛 盾 を 再 生 産 拡 大 し て い る よ う な 面 が 強 い 。 思 い 切 っ て 発 想

を変 え 、転 換 すべ きと き であ る 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  

「美しいまちづくり

宣言」による魅力的

な都市建設の推進 

 川 越 を 美 し く 魅 力 あ る 都 市 に 育 て 上 げ て

い く こ と を 市 内 外 に 宣 言 す る こ と に よ っ

て 、 市 民 の 理 解 、 協 力 が 得 や す く な る は ず

で あ る 。 同 時 に 各 方 面 か ら の 広 い 関 心 を 呼

ぶ こ と に な り 、 国 の 各 種 政 策 上 の 支 援 も 得

ら れ る で あ ろ う 。 無 駄 の 排 除 に も つ な が っ

てい く はず で ある 。  

① 宣 言の 実 施  

② ビ ジョ ン ・グ ラン ド デザ イ ンの 作成  

③ 都 市モ デ ルの 作成 と 展示  

④ 可 能な も のか ら逐 次 実施  

⑤  ビ ジ ョ ン 、 グ ラ ン ド デ ザ イ ン は 市 民 の

声 も 聞 き 、 内 外 の 専 門 家 に 依 頼 、 作 成 す

る （ 市 が 主 導 。 広 く 協 力 、 支 援 を 得 て 取

り組 む）。  

長期  
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VIII 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑧  観 光 客 年 間 ８ ０ ０ 万 人 招 致 目 標

の 設 定 と 実 現 に 向 け た 積 極 的 な 観

光事 業 の推 進  

分科 会 名  
経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

目 標 を 明 確 に 市 内 外 に 宣 言 す る こ と に よ り 、 多 方 面 か ら の 関 心

を 呼 び 、 市 民 の 観 光 に 対 す る 理 解 意 識 の 高 揚 を 図 る 。 同 時 に 総 合

的 、 体 系 的 な 観 光 振 興 政 策 ・ プ ラ ン を 作 成 、 良 好 な 雰 囲 気 の 中 で

実現 し てい く 。  

現   状  

現在 、川越 市 を訪 れる 観 光客 は 年間 ４０ ０ 万人 と され てい る が、

実 態 的 に は 必 ず し も 満 足 す べ き 状 態 で は な い 。 最 大 の 問 題 点 は ト

イ レ 、 駐 車 場 、 休 憩 施 設 な ど サ ー ビ ス が 具 体 的 な 形 で 行 き 届 い て

いな い こと で ある 。  
同 時 に 観 光 資 源 が 十 分 に 生 か さ れ て い な い 。 振 興 策 を 目 標 実 現

に向 け て行 う 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  
観光 客 招致 年 間  

８０ ０ 万人 設 定  

 こ の 計 画 数 字 を 宣 言 の 形 で 市 民 及 び 市

外に 向 けて ア ピー ル、こ のた め 諸施 策も 同

時に 立 案、 公 表す る。  

① 観 光客 に 優し い街 づ くり の 推進（案 内

所及 び 標識 、 休憩 所、 ト イレ 、 駐車 場、

歩道 柵 の整 備 など ）  

② 一 番街 に 歩道 を新 設 、一 方 通行 化  

③ 街 路樹 、緑地 スポ ッ トの 整 備拡 充、特

に 大 正 ロ マ ン 通 り を 休 憩 ス ポ ッ ト と し

て緑 、 花、 ベ ンチ 等を 用 意、 整 備す る 。

④ 観 光ス ポ ット の開 発 とル ー ト化 推進  

⑤ 美観を損なう看板の改善と統一化の促進 

⑥  創 作 活 動 に よ る 独 自 観 光 資 源 の 創 造

（市 、 業界 ）  

・川越 祭 や百 万 灯 祭に 付 価す る 各種 イベ

ント 、踊 りな ど の 創作（ 既 存イ ベ ン ト

の強 化  

 ・街 路、公 園、寺社 境 内な ど に適 する 彫

像の 創 作設 置  

 ・ 各 種フ ォ ーラ ムや メ ッセ の 開発  

⑦ 新 河岸 川 沿い 遊歩 道 の建 設 整備  

短 期

又 は

中期  
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（ 河 沿 い に ア ヤ メ ・ 菖 蒲 等 の 草 花 を 植

え、 季 節ご と に楽 しめ る 工夫 を する ）  
⑧ 「 レン ゲ 花の 里遊 歩 道」 の 開発  
 ・農地 、農道 の 活 用を 兼 ね５ キ ロコ ース 、

１０ キ ロコ ー ス、１５ キ ロコ ー ス、２

０キ ロ コー ス など を設 定 、観 光 と健 康

の両 面 の効 果 を狙 う。寺 社公 園 、名 所

等を 結 び付 け る。  
・レ ンゲ は 有機 肥 料に な り、放置 、休耕

田の 活 用に も なる 。  
・対象 は 周辺 の 田 圃 、伊 佐 沼方 面 、今 成、

豊田 本 、古 谷 地区 など  
 ・ 農 家の 協 力を 得て 田 にレ ン ゲを まき 、

春 の 開 花 時 の 鑑 賞 と 遊 歩 コ ー ス の 散

歩を ア ピー ル する 。   
⑨ 路 地裏 観 光ル ート 、 スポ ッ トの 開発  
⑩ 川 越以 外 の観 光と の 協力 を 強化 し、川

越経 由 コー ス の開 発促 進  
⑪ 川 越市 駅 の駅 名変 更  
 ・川 越駅 と 川越 市駅 と が有 り どち らが 中

心か 間 違い や すい 。川 越 市駅 を 地域 に

親 し み や す く 観 光 客 に も わ か り や す

い名 に 変え る 。  
⑫ 川越市駅から蔵のある町並みへの整備 

 ・川 越市 駅 －六 軒町 － 末広 町 －仲 町へ の

歩 行 ル ー ト の 作 成 ｡こ の ル ー ト に は 歴

史 的 な 建 造 物 が 多 数 あ り ､距 離 的 に も

近い 。  
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労働 環 境  

 
 ― 変 わる 労 働環 境―  
 
＜現状と課題＞ 

 労 働 環 境 は 急 速 に 変 化 し て い る 。 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 や 、 情 報 ・ 先 端 技 術

の 普 及 、 人 々 の 意 識 や 価 値 観 、 生 活 態 度 の 変 化 な ど に よ っ て 、 従 来 か ら 支 配

的 で あ っ た 雇 用 シ ス テ ム が 崩 れ 、 よ り 多 様 な 雇 用 及 び 労 働 の 形 態 が 広 が っ て

き て い る 。 職 種 や 技 術 の 専 門 家 、 高 度 化 が 進 む 一 方 で 、 フ リ ー タ ー や パ ー ト

タイ マ ーの よ うな 勤務 形 態を 選 ぶ動 きも 目 立つ よ うに なっ て きた 。  
 ま た 中 高 年 の 再 雇 用 、 今 後 さ ら に 増 え る で あ ろ う 外 国 人 労 働 者 へ の 配 慮 も

重要 性 を増 し てい る。  
市 の 労 働 行 政 は 雇 用 の 安 定 、 労 働 福 祉 、 職 業 訓 練 及 び 教 育 、 働 く 女 性 へ の

支 援 が 柱 に な っ て い る が 、 制 度 上 、 財 政 上 か ら の 制 約 も あ り 、 民 間 と の 協 働

体制 を 強化 し､労 働 環境 の 変化 に 応え てい か なけ れ ばな らな い｡ 
 
＜基本方針＞ 

新し い 労働 環 境の 変化 へ の対 応 に重 点を 置 く 。こ の た め国 や 県の 関 係機 関、

企 業 及 び 民 間 組 織 、 大 学 及 び 研 究 機 関 な ど の 連 帯 、 協 力 を 一 層 密 接 に し 、 情

報・ 知 識の 収 集、 交換 を 積極 的 に行 い、 働 く人 達 に提 供す る 。  
ま た 雇 用 シ ス テ ム の 変 化 に よ っ て 、 本 来 な ら ば 仕 事 を 通 じ て 職 業 訓 練 や 社

会 人 教 育 を 受 け ら れ る は ず の 年 代 に あ る フ リ ー タ ー を は じ め と す る 若 い 人 た

ちに 対 して 、 学び 自己 研 鑽の 機 会を 提供 す る。  
中 高 齢 者 の 再 就 職 、 自 立 化 へ の 支 援 を 強 化 す る 。 外 国 人 労 働 者 の 交 流 及 び

日 本 語 学 校 へ の 支 援 も 積 極 的 に 行 う 。 特 に 考 え る べ き は 少 子 化 対 策 を 年 頭 に

置く 女 性へ の 支援 であ る 。  
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IX 各論提言シート 

提   言  

施策 名  
⑨ 労働関係施設及び女性会館の統合 分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

各 施 設 を 利 便 性 に 富 む 場 所 に 一 括 し 、 実 情 に 合 う よ う 機 能 そ の

他内 容 の充 実 を図 る、 同 時に 跡 地の 有効 活 用を 図 る。  

 

現   状  

各 施 設 と も 利 用 状 況 が 良 い と は い え な い 状 態 で あ る 。 こ の 主 な

理 由 は 労 働 環 境 や 意 識 の 変 化 、 場 所 の 利 便 性 の 有 無 、 施 設 自 体 に

ある と 考え ら れる 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  
労働 関 係施 設 、女 性

会館 の 統合 充 実  

勤労 青 少年 ホ ーム 、中 高 年労 働 者福 祉セ

ンタ ー 及び 女 性会 館な ど の施 設 を、検討 中

のふ れ あい セ ンタ ーに 一 括し 、利便 性を 良

くす る 。同 時 に機 能の 充 実を 図 る。  

中期  
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X 各論提言シート 

提   言  

施策 名  
⑩ 自 立支 援 シス テム の 構築  分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

労 働 環 境 や 人 々 の 誠 意 、 価 値 観 な ど の 変 化 に よ り 、 働 く べ き 年

齢 な の に 仕 事 に 付 か な い 、 あ え て フ リ ー タ ー を 選 ぶ と い っ た 若 い

人 が 増 え て い る 。 又 高 齢 化 社 会 を 迎 え 、 働 く 意 欲 を 持 つ 元 気 な 高

齢 者 も 少 な く な い 。 リ ス ト ラ 等 に よ り 離 職 せ ざ る を え な か っ た 人

たち の 再就 職 問題 も存 在 する 。  
こ の よ う な 人 た ち を 、 技 術 や 専 門 知 識 を 身 に 付 け る こ と を 手 助

けし 、 自立 化 を促 して い く。  

現   状  

講 座 的 な も の ､情 報 提 供 的 な も の が 中 心 で あ る ｡体 系 的 に 実 践 に

結び 付 く教 育 訓練 のシ ス テム が 求め られ て いる ｡ 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  
自 立 支 援 シ ス テ ム

の構 築  

・市 が 計画 し てい るシ テ ィカ レ ッジ の中 に

コ ー ス を 設 け て 行 う 。 内 容 は 専 門 知 識 、

技術 の 修得 、 特定 資格 取 得を 狙 いと する  
・方 法 はカ レ ッジ で主 に 座学 を 行い 、実 修

を は じ め 実 学 は 企 業 と 提 携 し 、 企 業 に 派

遣し て 行う 。  
こ の 場 合 、 企 業 と 労 働 契 約 を し 、 修 得 後

に 正 式 に 勤 務 す る 形 に な れ ば 、 成 果 を 得

たこ と にな る 。  
・講 師 、指 導 教官 は定 年 後の 企 業Ｏ Ｂ技 術

者、研究 者、技術 士 など 、極 力 ボラ ン テ

ィア に より 担 当し ても ら う。  
・コ ー スは 多 種で ある が 、希 望 の多 寡に よ

り選 定 する 。  
例＝ 情 報技 術、機 械加 工、溶 接技 術 、庭

師、 表 具師  

短期  
～  

中期  
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XI 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑪  勤 労 者 教 育 の 生 涯 教 育 へ の 包

含、 強 化  
分科 会 名  

経済 ・ 産業  

分科 会  

理   由  

・ 高 学 歴 化 社 会 と な り 、 勤 労 者 の ニ ー ズ は 変 化 し て き て い る 。 反

面 に お い て 企 業 は 終 身 雇 用 制 度 を 改 め 、 よ り 多 様 な 雇 用 形 態 を

と る 傾 向 を 強 め て お り 、 従 来 ほ ど に 社 員 教 育 に 力 を 入 れ な く な

か っ た 。 フ リ ー タ ー 、 契 約 社 員 、 派 遣 社 員 、 パ ー ト タ イ マ ー な

ど が 増 加 し 、 こ れ ら の 人 た ち は 社 員 教 育 の 対 象 外 に 置 か れ て い

る場 合 が少 な くな い。  
・ だ が 人 間 と は 本 来 的 に 大 部 分 は 仕 事 を 通 し て 自 己 完 成 を 図 っ て

い く も の で あ る 。 社 員 教 育 は 仕 事 と 切 り 離 せ な い も の で あ り 、

い わ ば 仕 事 を 通 し て の 全 人 教 育 、 社 会 人 教 育 の よ う な 意 味 を 持

って い る。  
・ 今 後 は 企 業 の 社 員 教 育 が 後 退 し た 分 を 社 会 が 引 き 受 け 社 会 人 教

育と し て制 度 化し 、実 施 して い くべ きで あ ろう 。  

現   状  

家 庭 教 育 － 学 校 教 育 － 社 会 教 育 と い う 一 連 の 機 能 が 崩 れ つ つ あ

る ｡特 に 社 会 人 教 育 に つ い て は ､従 来 企 業 が 仕 事 を 通 し て 様 々 な 教

育訓 練 を設 け て担 って き た｡ 
しか し 、現 状 は企 業が 以 前ほ ど 力を 入れ な くな っ てい る｡社会 人

教育 は 社会 全 体の 課題 と して 受 け止 める 時 代で あ る｡ 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期  

１  
勤 労 者 教 育 の 生 涯

教育 へ の包 含 、強 化  

市 が 計 画 中 の シ テ ィ カ レ ッ ジ の 生 涯 教

育の 中 に勤 労 者教 育を 組 み含 み 、社会 人教

育と し て内 容 を拡 充強 化 し 、よ り 良い 社会

人の 育 成を 図 る。  

中期  
～  

長期  
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資料（キーワード関連提言）  

 

  市民参加 高齢化 少子化 情報化 行財政運営 地方分権 

農業 

市民 NPO が遊休

農地借り上げ、市

民農園として活用 

構造改革特区（農

業特区）制度によ

る遊休農地の活用

  IT をはじめとする

先端技術を積極的

に導入、活用する

  ･構造改革特区制

度の活用 

・独自政策の実施 

工業 

    企業や産業団体と

協力し、保育所、託

児所を建設し、働く

女性を支援する 

〃 

工業団地の造成、

事業所の誘致によ

る市税の増収 

地域経済の振興、

発 展 に 重 点 を 置

く、独自政策の立

案、推進 

商業   中高年にアピール

する店舗配置、安

全な商店街 

〃 〃 

  

〃 

観光 

観光事業推進事業

体 へ の 市 民 の 出

資・経営参画 

周遊ルートのバリ

アフリー化・安全

対策 

 〃 

観光事業の自立に

よる財政負担軽減 〃 

労働 

  高齢者による企業

組合、NPO の設

立・行政事務の業

務委託 

保育園入園待機児

童数の縮減、育児

の女性に対する行

政事務の在宅によ

る業務委託 

〃 

行政事務への高齢

者雇用による人権

費負担の軽減 〃 
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